
一
般
社
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
は
事
業
委
員
会

を
柱
に
行
政
か
ら
の
受
託
事
業
、
外

部
団
体
と
の
協
定
事
業
で
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
際
交
流
委
員
会

・
留
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ひ
ょ
う
ご
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）

・
模
擬
国
連
世
界
大
会
演
習

・
学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
県
内
企
業
・
海
外
事
業
展
開
に

係
る
留
学
生
活
用
事
業

■
学
生
交
流
委
員
会

・
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
神
戸
市
社
協
共
催
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業

・
日
本
財
団
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
協
働
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

■
研
修
交
流
委
員
会

・
加
盟
校
が
実
施
す
る
Ｆ
Ｄ
・

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
の
公
開

・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
校
教
職

員
を
対
象
と
し
た
大
学
教
育
に

関
す
る
説
明
会
等
の
開
催

■
教
育
連
携
委
員
会

・
単
位
互
換
事
業
（
単
位
互
換
プ

ロ
グ
ラ
ム
）

・
高
大
連
携
事
業
（
ひ
ょ
う
ご
高

校
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）

・
就
職
支
援
事
業
（
大
学
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
県
内

大
学
生
の
地
元
就
職
支
援
）

※

企
画
運
営
委
員
会

・
担
当
者
連
絡
会
の
実
施

・
情
報
交
換
会

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

大学コンソーシアムひょうご神戸通信

大学コンソーシアムひょうご神戸

一般社団法人となる

一般
社団
法人

平
成
28
年
は
設
立
10
年
目
を
迎
え
た
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
に
と
っ
て

大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
加
盟

校
42
校
の
満
場
一
致
の
賛
同
を
得
て
一
般

社
団
法
人
と
な
り
、
併
せ
て
独
立
行
政
法

人
日
本
学
生
支
援
機
構
と
協
働
し
て
学
生

支
援
を
行
う
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
事
務
所
も
兵
庫
国
際
交
流
会
館
に
移

転
し
、
よ
り
緊
密
な
交
流
が
図
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
が
出
来
ま
し
た
。

4
月
1
日
に
一
般
社
団
法
人
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の
初
代
理
事
長

に
就
任
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
社
団
法

人
化
し
た
特
徴
を
活
か
し
た
運
営
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
支
え
て
頂

く
「輪
」を
大
き
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

正
会
員
41
校
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
周
り

を
多
数
の
賛
助
会
員
、
各
種
団
体
、
更
に
は

他
地
域
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
皆
さ
ま
が
取
り

囲
む
「輪
」作
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
「輪
」を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
交

換
を
行
い
、
加
え
て
効
率
的
な
行
動
を
実

行
す
る
こ
と
で
地
域
・社
会
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

武田理事長思いを語る

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ひ
ょ
う
ご
神
戸
」
は
平
成
28

年
4
月
1
日
よ
り
「
一
般
社

団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
」
と
し
て

新
し
い
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

法
人
化
の
狙
い
は
「
県
下
す

べ
て
の
大
学
に
よ
る
、
す
べ

て
の
大
学
の
た
め
の
組
織
で

あ
る
」
と
の
設
立
理
念
に
基

づ
き
①
社
会
的
信
用
力
の
向

上
と
地
域
連
携
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
会
員
校
の
利
益
増

大
に
寄
与
す
る

②
財
政
基

盤
の
強
化

③
事
務
局
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
で
す
。

同
時
に
日
本
学
生
支
援
機
構

（JA
S
S
O

）
と
の
協
定
に
基
づ

き
事
務
所
も
機
構
が
運
営
す

る
「
兵
庫
国
際
交
流
会
館
」

に
移
転
し
ま
し
た
。
（
神
戸

市
中
央
区
脇
浜
町
一
丁
目
二

の
八
）

平
成
28
年
3
月
29
日
に
は

井
戸
知
事
や
大
学
関
係
者
ら

約
60
人
が
出
席
し
移
転
・
開

所
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
開

所
式
で
は
岡
田
理
事
長
（
当

時
）
が
「
42
校
と
地
域
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
地
方
創
生

の
中
核
と
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

更
な
る
飛
躍
を

目
指
し
て

兵庫県教育史エピソード 【第１回】

明石工業高等専門学校
機械工学科

学科の特長
「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト２０１５」でロボット名：わっさんが
ベスト４となりました。１９９６年の準優勝以来の快挙で、１８年間にわたり全国大会で勝
てなかった屈辱をはらしました。２０１５年の競技名は「輪花繚乱」（わっかりょうらん）で
２チームに分かれての対戦形式です。３人１組のチームで１台のロボットを使い、太さや
高さの異なる様々なポールに輪を投げ入れ、３分間の競技時間で相手より早く９本全
てのポールに輪を投げ入れたチーム、或いはポールに輪を投げ入れて得た得点の多
いチームが勝者となります。ちなみに２０１５年の優勝は奈良高専でした。
ロボット作りには機械工学、電気工学、情報工学等多様な技術、技能が求められます
が、明石高専でロボット作りの
中心となったのが機械工学科です。
２０１６年度の課題名は「ロボット・
ニューフロンティア」でロボットによる
「新大陸開拓」です。機械工学科では
この課題の克服を目指してユニーク
なロボット作りを始めています。

Vol.1
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委
員
会
と

平
成
28
年
度
事
業

一
般
社
団
法
人
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ひ
ょ
う
ご
神
戸
と
し

て
広
報
誌
を
発
行
す

る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
広
報
誌
を

通
じ
て
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う

ご
神
戸
の
事
業
を
紹

介
す
る
と
共
に
、
皆

さ
ま
と
情
報
の
共
有

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
発
行
は
３
ヵ
月
に
一
回
、

年
に
四
回
発
刊
す
る
予
定
で

す
。こ

の
広
報
誌
に
つ
い
て
皆

様
方
か
ら
ご
意
見
、
ご
提
案

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

発
行
責
任
者
：
阿
久
根
昌
夫

編
集
者

：
表
原
光
男
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学校・学部紹介

「
兵
庫
県
教
育
史
エ
ピ

ソ
ー
ド
」
の
掲
載
に
つ
い

て
昭
和
三
八
年
に
兵
庫
県
教

育
委
員
会
に
よ
り
発
行
さ
れ

た
「
兵
庫
県
教
育
史
」
か
ら

兵
庫
県
の
高
等
教
育
に
関
す

る
歴
史
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

抜
粋
し
、
一
回
一
話
題
で
掲

載
し
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
通
じ
現
在
ま
で
連
綿
と

続
く
兵
庫
県
の
教
育
界
の
奥

深
さ
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＝
兵
庫
県
教
育
の
進
歩
性
＝

神
戸
が
開
港
場
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
兵
庫
県
教
育
に
決

定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

明
治
一
一
年
、
は
や
く
も
、

東
京
商
法
講
習
所
に
つ
い
で
、

神
戸
商
業
講
習
所
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
、
明
治
三
六
年
、

大
阪
の
猛
烈
な
誘
致
運
動
を

し
り
ぞ
け
て
、
官
立
高
等
商

業
学
校
が
神
戸
に
設
立
さ
れ

た
こ
と
は
、
神
戸
が
日
本
の

二
大
開
港
場
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
に
原
因
す
る
。

ま
た
、
外
人
経
営
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
が
、
早

く
か
ら
神
戸
の
地
に
設
立
さ

れ
た
こ
と
も
港
か
ら
の
関
連

で
あ
っ
た
。
神
戸
女
学
院

（
明
治
八
年
設
立
）
と
関
西

学
院
（
明
治
二
二
年
設
立
）

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
学
校
が
兵
庫
県
教
育
に
寄

与
し
た
功
績
は
大
き
か
っ
た
。

幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
も
、

エ
・
エ
ル
・
ハ
ウ
の
率
い
る

頌
栄
幼
稚
園
（
明
治
二
二
年

設
立
）
は
、
つ
ね
に
県
下

幼
稚
園
教
育
の
推
進
力
と

な
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
神
戸
港

を
窓
と
す
る
西
洋
文
化
と

の
い
ち
は
や
い
接
触
は
、

兵
庫
県
の
教
育
を
い
ち
じ

る
し
く
進
歩
的
な
も
の
と

し
た
。
外
来
ス
ポ
ー
ツ
の

採
用
ご
と
き
も
非
常
に
は

や
く
、
し
か
も
そ
れ
は
神

戸
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

遠
く
但
馬
の
地
に
も
及
ん

で
い
る
。
豊
岡
小
学
校
が

明
治
三
一
年
に
は
や
く
も

野
球
部
を
組
織
し
、
三
九

年
に
は
出
石
の
弘
道
小
学

校
と
対
抗
試
合
を
お
こ

な
っ
て
い
る
が
ご
と
き
、

そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
大

正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け

て
、
神
戸
一
中
・
関
西
学

院
・
甲
陽
中
学
・
第
一
神

港
商
業
な
ど
の
野
球
部
が
、

全
国
優
勝
の
栄
を
獲
得
し

た
こ
と
も
故
な
し
と
し
な

い
。ま

た
そ
の
他
の
面
に
お

い
て
も
、
丹
波
の
県
立
柏

原
中
学
校
長
平
沢
金
之
助

が
、
明
治
三
八
年
、
全
国

に
さ
き
が
け
て
音
楽
専
任

教
師
を
採
用
し
、
洲
本
の

淡
路
高
等
女
学
校
校
長
川

路
寛
堂
が
、
明
治
三
八
年
、

世
人
の
猛
反
対
を
お
し

き
っ
て
、
女
学
生
の
海
水

浴
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
、

教
育
者
の
な
か
に
も
進
歩

主
義
者
は
多
か
っ
た
。

【記
事
出
所
元
】

著
作
名
：
兵
庫
県
教
育
史

引
用
頁
：
７
～
８
頁

発
行
年
：
昭
和
38
年
11
月
１
日

発
行
所
：
兵
庫
県
教
育
委
員
会

【明石高専提供】 【明石高専提供】



熊
本
地
震
で
は
多
く
の
被
災
者

が
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
の
方
々
も
援
助
を
必

要
と
さ
れ
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま

す
。こ

れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご

神
戸
で
は
今
年
も
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
と

し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
復
興
支
援

平
成
28
年
度

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
年
も
「
伝
え
る
・
繋
げ
る
・

続
け
る
」
を
主
要
コ
ン
セ
プ
ト
に

34
名
の
学
生
が
８
月
に
宮
城
県
名

取
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
達
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
準

備
し
、
地
域
の
方
々
を
対
象
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

そ
の
後
、
10
月
に
は
兵
庫
県
内
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
う
予

定
で
す
。

■
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
２
０
１
６

防
災
や
復
興
支
援
に
関
心
が
あ

る
学
生
た
ち
が
他
大
学
の
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
、
自
身
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

日
本
財
団
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
事
業
と

し
て
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
現
在
9

大
学
18
人
の
学
生
が
活
動
中
。

6
月
は
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ
ン
プ

（三
田
市
）で
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

習
と
自
助
ス
キ
ル
を
磨
き
、
野
営
を

体
験
。
自
助
と
共
助
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
７
月
以
降
丹
波

豪
雨
災
害
被
災
地
（市
島
）
を
訪
ね
、

地
元
の
皆
様
と
活
動
、
復
興
に
向

５
大
学
13
科
目
が
開
放

平
成
28
年
３
月
よ
り
「
単
位
互
換
参
加

大
学
」
に
所
属
す
る
学
生
を
対
象
に
、
５

大
学
で
開
講
さ
れ
る
13
科
目
に
つ
い
て
、

科
目
履
修
生
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

単
位
互
換
制
度
と
は
、
協
定
大
学
の
間

で
単
位
互
換
が
で
き
る
授
業
が
実
施
さ
れ
、

学
生
は
自
分
の
専
門
分
野
以
外
の
授
業
や
、

気
に
な
る
他
大
学
の
先
生
の
講
義
を
受
け

て
、
単
位
の
認
定
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
参
加
大
学
の
２
年
生
以
上

に
在
学
す
る
学
生
（
た
だ
し
短
期
大
学
生

に
関
し
て
は
１
年
生
の
申
込
み
も
可
）
が

対
象
学
生
と
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
受

講
料
は
無
料
で
す
。

科
目
は
平
常
の
授
業
期
間
で
は
な
く
、

夏
休
み
や
冬
休
み
に
開
講
し
ま
す
。
集
中

科
目
（
国
内
合
宿
型
、
集
中
型
実
技
、
実

習
等
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
は
５
大
学
・

短
期
大
学
で
13
科
目
の
開
放
が
あ
り
、
履

修
者
は
７
大
学
14
名
と
な
り
ま
し
た
。

単
位
互
換
事
業
で
は
①
県
下
大
学
間
で

の
相
互
連
携
の
促
進

②
学
習
動
機
の
強

化
や
教
育
効
果
の
向
上

③
国
際
交
流
、

地
域
連
携
、
社
会
連
携
等
へ
の
動
機
付
け

の
強
化
等
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

月/日 イベント名 場 所 .
４月 ９日（土） 模擬国連世界大会 申込み事前説明会 神戸市外国語大学

５月１４日（土） 東日本大震災、阪神・淡路大震災 復興支援 神戸市民福祉交流センター
平成２８年度学生ボランティア オリエンテーション 研修会

５月１９日（木） ・大学コンソーシアムひょうご神戸 通常総会 神戸親和女子大学
・一般社団法人 大学コンソーシアムひょうご神戸 定時総会 サテライトキャンパス

６月 ３日（金） 熊本学生ボランティア活動 熊本県
～６日（月）

６月 ４日（土） 学生ボランティア養成プログラム２０１６ 関西学院
～５日（日） Ｐａｒｔ１ 自ら動く技術と知恵のプログラム 千刈キャンパス（三田市）

６月１１日（土） 留学生向けインターンシップ 推薦学生ガイダンス 神戸サンセンタープラザ西館

７月・８月・９月イベント紹介

４月・５月・６月のＮＥＷＳ

平成２８年度インターンシップ（対象：留学生） 始まる学生ボランティアのプログラムに多数の学生が参加
☆☆☆ 活かされる阪神・淡路大震災の復興経験 ☆☆☆

月/日 イベント 場所 ‘
７月 １日（金） 大学キャリアセンターと兵庫県下の企業との交流会 兵庫国際交流会館

７月 ２日（土） 留学生インターンシップ オリエンテーション、事前研修 兵庫国際交流会館

７月 ９日（土） 模擬国連世界大会 オリエンテーション 神戸市外国語大学

７月 ９日（土） 学生ボランティア養成プログラム２０１６ 丹波豪雨災害被災地（丹波市）
～１０日（日） Ｐａｒｔ２ 災害復興現場から学ぶ１日

７月１６日（土） 留学生を対象とした「合同企業面談会」 兵庫国際交流会館

８月１９日（金） 大学キャリアセンター、学生を対象とした兵庫県下の企業訪問① 加古川市、神戸市内
９月１６日（金） 大学キャリアセンター、学生を対象とした兵庫県下の企業訪問② 神戸市内

９月１０日（土） 全国大学コンソーシアム研究交流ファーラム エリザベト音楽大学・
～１１日（日） 「大学連携によるグローバル人材育成」 広島国際大学

９月１４日（水） 県内先端産業科学技術施設及び企業見学会 神戸市内

９月２４日（土） 留学生インターンシップ 事後研修 兵庫国際交流会館

56
名
の
留
学
生
が
27
社
の

企
業
・
団
体
で
実
習
を
予
定

平
成
28
年
度
の
留
学
生
を
対
象
と

し
た
８
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
始
り
ま
し
た
。
各
大
学
よ
り
推
薦

さ
れ
た
56
名
の
留
学
生
が
27
社
の
企

業
・
団
体
で
８
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
「
テ
ー
マ
型
」
「
就
労
体
験
型
」

「
テ
ー
マ
・
就
労
体
験
併
用
型
」
に

分
け
て
実
習
を
行
い
ま
す
。

実
習
に
先
駆
け
6
月
11
日
（
土
）

に
推
薦
学
生
を
集
め
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
意
義
、
「
テ
ー
マ
型
」
と

「
就
労
型
」
の
違
い
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
同
時
に
先
輩
留
学
生
よ

り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
自

分
が
い
か
に
成
長
で
き
た
か
な
ど
の

経
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
２
日
（
土
）
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
事
前
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

各
企
業
・
団
体
で
実
習
が
行
わ
れ
た

後
、
9
月
24
日
（
土
）
に
事
後
研
修

を
行
い
ま
す
。
最
後
に
、
受
入
れ
て

頂
い
た
企
業
・
団
体
及
び
大
学
関
係

者
を
招
き
10
月
15
日
（
土
）
に
報
告

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

け
た
学
生
企
画
に
も
取
組
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

■
神
戸
か
ら
熊
本
へ

子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
ふ
や
そ
う
！
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
３
日
（
金
）
～
６
日

（
月
）
学
生
24
名
が
参
加
し
、

児
童
施
設
等
で
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
伝
統
遊
び
等
を
行
い
励
ま

し
ま
し
た
。
同
時
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
被
災
者
の

個
人
宅
で
屋
内
片
付
け
な
ど
の

活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
現
地

の
状
況
は
ま
だ
ま
だ
援
助
を

必
要
と
し
て
お
り
、
ボ
ラ
テ
ィ

ア
活
動
を
引
続
き
行
な
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神戸常盤大学でＦＤ・ＳＤセミナーを公開
高
大
接
続
改
革
特
別
講
演
会

を
公
開

平
成
28
年
6
月
11
日
（
土
）
神

戸
常
盤
大
学
の
大
講
義
室
で
文
部

科
学
省
高
等
教
育
局

主
任
大
学

改
革
官

濱
口
太
久
未
氏
に
よ
り

「
高
大
接
続
改
革
が
目
指
す
教
育

に
つ
い
て
」
の
演
題
で
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
今
年
度
最
初
の
加
盟
校
に
よ
る

教
育
関
係
者
を
対
象
と
し
た
公
開

Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

神
戸
常
盤
大
学
関
係
者
以
外
に

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
校
か
ら
も

多
数
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
高
大

接
続
改
革
の
重
要
な
視
点
と
し
て

の
「
学
力
の
３
要
素
」
を
高
等
学

校
・
大
学
を
通
じ
て
確
か
に
育
成

し
、
そ
れ
を
多
面
的
・
総
合
的
に

評
価
す
る
こ
と
等
の
講
演
を
熱
心

に
受
講
し
ま
し
た
。

平成２８年度「単位互換事業」を開始

模擬国連世界大会の参加者が決まる

神
戸
市
外
国
語
大
学
19

名
、
加
盟
校
か
ら
５
名
の

参
加
と
な
る

平
成
28
年
11
月
23
日
（
水
）

か
ら
26
日
（
土
）
の
４
日
間
神

戸
市
外
国
語
大
学
で
開
催
さ
れ

る
模
擬
国
連
世
界
大
会
へ
の
参

加
募
集
を
加
盟
校
に
行
な
い
ま

し
た
。
神
戸
市
外
国
語
大
学
で

19
名
、
加
盟
校
３
校
で
５
名
計

24
名
の
学
生
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

模
擬
国
連
と
は
、
実
際
の
国

際
連
合
の
会
議
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
教
育
活
動
で
、
参

加
者
は
割
り
当
て
ら
れ
た
国
連

加
盟
国
の
外
交
団
の
役
割
を
担

い
、
そ
の
国
の
利
害
を
代
弁
し

て
関
係
国
外
交
団
と
の
交
渉
・

議
論
を
行
い
、
問
題
解
決
へ
の

合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。
こ
う

し
た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
次

世
代
を
担
う
若
い
世
代
の
参
加

者
に
、
実
際
の
国
際
問
題
や
国

連
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
理
解

を
促
し
、
国
際
的
な
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

模
擬
国
連
世
界
大
会
の
日
本

で
の
開
催
は
、
今
回
が
初
め
て

で
す
。
ま
た
、
交
渉
・
議
論
は

全
て
英
語
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
会
当
日
を
含
め
て
授
業
の

一
貫
と
し
て
準
備
、
演
習
等
の

研
修
が
神
戸
市
外
国
語
大
学
で

行
な
わ
れ
ま
す
（
11
月
24
日
～

26
日
の
三
日
間
は
神
戸
国
際
会

議
場
と
な
り
ま
す
）
。


